
本多 真 (ほんだ まこと) 

 

学歴 

平成元年 3月 東京大学医学部医学科卒業 

平成 10年 7月 医学博士号取得(東京大学) 

職歴 

平成元年 6月 東京大学医学部附属病院精神神経科医員 

平成 9年 4月 東京都立松沢病院精神科医員 

平成 13年 9月 スタンフォード大学ナルコレプシー研究センター研究員 

平成 15年 6月 東京都精神医学総合研究所睡眠障害研究部門 部門長 

平成 17年 4月 東京都医学研究機構・東京都精神医学総合研究所・ 

睡眠障害研究プロジェクト プロジェクトリーダー (改組) 

平成 23年 4月 東京都医学総合研究所・精神行動医学研究分野・睡眠プロジェ 

クト・プロジェクトリーダー (研究所統合・改組)  

現在に至る 

[診療活動] 

平成 15年 7月 代々木睡眠クリニック(現睡眠総合ケアクリニック代々木)非常勤医 

平成 24年 4月 晴和病院(睡眠外来)非常勤医 

令和 2年 6月  小石川東京病院(睡眠外来)非常勤医師：晴和病院改築に伴う移転 

現在にいたる 

 

資格 

平成 元年 5月 医師免許(医籍登録 321433) 

平成 10年 10月 精神保健指定医(11240→16232) 

平成 14年 7月 日本睡眠学会認定医(医 0070-3) 

平成 20年 4月 日本精神神経学会専門医(15211) 

平成 29年 4月 日本医師会認定産業医(1602595) 

 

役職 

日本睡眠学会評議員(2007.11-)理事(2019.6-)：総務委員会委員長・診断分類委員会委員

長・過眠症支援制度検討委員会委員長・睡眠学の百科事典編集委員会副委員長 

(+将来構想委員会・評議員推薦委員会・機関誌編集委員会・利益相反委員会委員) 

統合失調症学会評議員(2006.3-)、日本神経精神薬理学会評議員(2015.10-) 

厚生労働省社会保障審議会統計分科会 ICD室専門委員(2017.4-) 

日本ナルコレプシー協会(患者会)顧問(2003.6-) 

 

賞罰 

令和 4年 3月 「過眠症の病態解明と診断治療への貢献」功績顕著 東京都医学総合研

究所理事長表彰 
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